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はやぶさ2搭載レーザー高度計による小惑星Ryuguのアルベド観測精度と炭素質コンドライトの反射率
測定試験
The Instrument error on estimation of normal albedo of Ryugu using the laser altimeter
on-board Hayabusa2 and the reflectance measurement of the carbonaceous chondrite at zero
phase angle
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2014年12月末小惑星探査機「はやぶさ2」が近地球型のC型小惑星「Ryugu」を目指して打ち上げられ
た。我々は、はやぶさ2に搭載されるレーザー高度計(LIDAR)を使用して、レーザー波長(1064nm)における
Ryuguのアルベド分布を調べる事を計画している。はやぶさ2搭載用のLIDARには探査機-小惑星間の距離を測定
する機能に加えて、レーザーパルスの送信光強度と受信光強度を測定する機能がついており、この強度データ
を用いてRyugu表面のノーマルアルベドを推定する事が可能である。 
本研究では、LIDARで得られる送信光、受信光のデータからC型小惑星のアルベド値を推定する際、特に機器特
性が観測精度に与える影響について評価した。この結果、地上試験より決めたLIDARの機器特性で、20kmの高度
でアルベド推定値に18%の誤差を与える事が分かった。これに加えて、実際の観測時には、小惑星表面の傾斜の
大きさやラフネスの程度によって、LIDARの受光パルスが変形し、受光強度が変化する。本発表ではこの小惑星
の表面傾斜や、ラフネスがLIDARの受光パルスに与える影響についても述べる。 
また、現在、Ryuguで観測されるアルベド変化の解釈のためLIDARの観測条件における炭素質コンドライトの反
射率測定実験の準備を行っている。この実験では、ビームスプリッタを使用して1.064μm, 0deg位相での反射率
測定を可能としている。また、他機器（可視カメラ、近赤外分光計）で得られた反射率測定データとの比
較、統合のために位相角を0-30degまで変化させて測定する事も可能とした。本発表では、この実験の概要と初
期測定結果についても報告する予定である
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